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読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１５年 ６月１８日

ＮＯ １０３１

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
６月１５日、井原市議会６月定例会が開会しました。会期は７月２日までの１８日

間です。１５日の開会日、瀧本豊文市長が議案の提案説明を行いました。
その中で、市政の状況について報告されました。つぎにその部分を掲載します。

市政の状況等について

地域創生施策について

人口減少問題に対応するため、部局横断的な体制として私を本部長とした「元気いばら創生戦略本部」
を４月１日、立ち上げたところであります。下部組織である幹事会で案を練り、国の「地方創生人材支援
制度」を受けて配置した「地域創生戦略顧問」である岡山大学の三村教授や市民の方といわゆる「産官学
金労言」の外部委員で構成する「元気いばら創生戦略会議」からのご意見ご提言を踏まえ、来年２月末を
目途に、人口ビジョン・総合戦略を策定してまいります。

また、新たに地域おこし協力隊を導入し、地域外の人材を積極的に誘致することで、その定住・定着や
地域力の維持・強化を目的としており、市内３地区への配置を想定しております。

さらに、本市の魅力を積極的に発信していくため、大田原市・井原市友好親善都市盟約３０周年記念事
業、宙ガールイベント事業を考えております。

まず、大田原市・井原市友好親善都市盟約３０周年記念事業では、９月２７日、両市の絆をさらに深め、
相互の連携により地方創生を強力に推進するため、東京スカイツリーを会場として、本市の知名度の向上
を図るとともに、観光客の誘致につなげていくこととしております。

宙(ソラ)ガールイベント事業について

日本三選星名所に認定された本市の美星町において、美しい星空を活用したイベントを１１月１４日に
開催する予定であります。当日は、天文ファンでタレントの篠原ともえさんをゲストに招き、全国の星好
きな女性、いわゆるソラガールに、美星の魅力をアピールし、交流による地域活性化を図るとともに、移
住への期待も膨らませているところであります。

これらに関係する経費につきましては、今議会で補正予算をお願いしているところでございます。

井原市プレミアム付商品券について

消費喚起と商業活性化を図るために、井原商工会議所と備中西商工会によりましてプレミアム付商品券
４５，０００冊が販売されることとなっております。この商品券は１冊１０，０００円で販売されますが
２，０００円分のプレミアムが付いておりまして、１２，０００円分の商品券となります。

販売は７月５日、日曜日から開始され、初日については井原市民会館、アクティブライ
フ井原、芳井生涯学習センター、美星公民館の４か所で販売することになっておりますの
で、お早めにお買い求めいただきたいと思います。なお、発売初日に販売所に行くことが
困難な方に対しましては、往復はがきによる予約券の発行も行っております。

井原市パートナーシップ・プロジェクト事業について

各地区まちづくり協議会が「がんばる地域応援補助金」を活用したまちづくり事業に精
力的に取り組まれております。この補助金制度も３年目を迎え、福祉や環境美化、地域の
活性化や一体感の醸成、人材育成、特産品の開発・研究、防災、地域学習や歴史研究など
事業の内容も多岐にわたっております。こうしたことから、市としましても地域課題の解決に向けた取り
組みを、引き続き積極的に支援してまいりたいと考えております。

消費生活に関することについて

現在、架空請求トラブルが全国的に増加し、本市におきましても、振り込め詐欺などの被害の相談が増
えております。とりわけ高齢者に被害が偏る傾向が顕著になっておりまして、相談体制の更なる充実が非
常に重要となってきております。

こうした中、これまで協働推進課に設置しておりました「消費生活相談窓口」を、今月１日から「井原
市消費生活センター」とし、開設いたしました。これにより、市民皆様への案内性を高めるとともに、専
用の電話回線を設けることにより、更に相談や情報提供がしやすい体制が整ったところでございます。市
民の皆様には、安心してご相談や情報提供をいただきたいと考えております。 ２面へつづく
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生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙３,４９７円日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

１面からつづく
消費生活センターが広く普及し、相談件数等が増えれば、お知らせくんによるタイムリーな情報を市民

の皆様にお届けできるなど、相乗効果が期待できると考えておりまして、今後とも消費者被害の防止に向
けた啓発活動に、積極的に取り組んでまいりたいと存じます。なお、専用電話の番号は、６２―９７９７
でございまして、「消費者トラブル くんな、くんな」と覚えていただきたいと思います。

健康づくりの推進にいて

今年度から新たな取り組みとして、保健師、栄養士を地域に積極的に派遣し、気軽に利用できる健康相
談の場を設け、健康の保持・増進を図る訪問型相談支援事業「おせっかい保健師健康相談事業」と「健康
カフェ」を実施しております。
「健康カフェ」は、本年度１５回の実施を計画しており、５月１６日の西江原地区の運動会を皮切りに、

本日までに地域の運動会や健康福祉フェスタなど６会場で実施し、１０９名の方が健康相談をご利用いた
だいております。主に、血圧や高脂血症などの相談が多く、「時には健康相談も必要だと思う」、「日頃
聞きたかったことが聞けて良かった」、「平日は仕事で相談を利用できないので、休日の健 康
相談は新鮮でした」などのお声を頂いております。

また、「おせっかい保健師健康相談事業」は、本日発行の市広報誌やホームページ、ケー
ブルテレビなどで派遣募集を開始する予定にしています。さらに、募集によるもの以外
でも、総合検診等の検診結果説明会を、７月末から１２月中旬まで、地区公民館や井原
保健センターなどで十回開催する予定にしております。

メタボレンジャー笑ってチャレンジカップについて

チームで楽しみながら生活習慣の改善に取り組んでいただく「メタボレンジャー笑って
チャレンジカップ」は、１１チーム３３名のご参加をいただき、先月３１日に開幕式を行い ま
した。各自で目標を決めていただき、１１月末までの６か月間、メタボ解消に向けたチームでの チャレ
ンジが始まっております。なお、期間中はチャレンジャー支援講座やラストスパート支援講座などを開催
し、目標達成に向けた支援を行っていく予定にいたしております。

そのほか、保育園・幼稚園児を対象とした「笑顔の食育参観日」や各種健診事業、母子保健事業、予防
接種事業など、本年度も引き続き市民の健康づくりを推進するため各種の事業を実施してまいります。

スポーツ関係について

井原市体育協会の４０周年記念事業といたしまして、９月２０日、日曜日、井原体育館におきまして、
バレーボールＶリーグ女子に所属する「岡山シーガルズ」と「デンソー・エアリービーズ」のプレシーズ
ンマッチを開催することが決定いたしました。Ｖリーグは日本の頂点に立つリーグであり、国内最高レベ
ルのゲームがご覧いただけるものと期待しております。詳細につきましては、今後、広報誌やチラシ、ポ
スター等でお知らせいたしますので、ぜひ多くの皆様にご来場いただきたいと存じます。

本市の平成２６年度の会計状況について

一般会計を初め、特別、企業のそれぞれの会計が計画に基づく事業を展開したところであり、一部を繰
り越したものの、おおむね順調に進展し、健全な財政収支で所期の成果が得られたものと考えております。

なお、この機会に若干のご報告を申し上げたいと存じます。
この度、お笑いの殿堂、なんばグランド花月で、井原市を背景に架空の「星の郷ホテル」を舞台とした
「よしもと新喜劇」を公演していただきました。タイトルは、「恋はイバラ（井原）の道！？」で、先月
１６日の２回目の公演では、短い時間ではありましたが、私とでんちゅうくん、そして、ふるさと大使の
千鳥のノブさんも出演いたしまして、芸人さんと掛け合いながら、笑いとともに、井原市の魅力をＰＲし、
本市の知名度の向上、定住促進の推進を図ったところであります。会場は満席で、立ち見も含めて約１，
０００人のお客さんで賑わい、その公演の様子は既に関東・近畿方面で放映されており、この地域では昨
日、ＲＳＫ山陽放送で放映されたところであります。

次に、田中美術館の特別展であります。
４月２７日から先月３１日まで開催しておりました、田中美術館の春季特別展「平家物語を描く 近代

によみがえった古典 」におきましては、３，６５０人の方々のご来館をいただき、おかげをもちまして、
好評のうちに終了することができました。

今年度は、秋にも「特別展～田中賞受賞記念展～黒蕨 壮」を予定しており、今後も質の高い美術作品
を展示し、地域文化の向上に尽力してまいりたいと考えております。


